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東北復興支援 ( 飛島村さつま芋、野菜作り ) ボランティアに参加して

     〜 伊勢湾台風の経験から 〜

  この度は、被災者の方々と共にサツマイモ、

野菜作りに参加をさせて頂き、ありがとうござ

いました。そのきっかけになったことは、妻の

勧めがあったことです。私は会社人間として、

ずっと働いて参りました。ただいま63歳となり、

私も何か人様のお役に立つことを常々考えてお

りました。妻より、被災者の方々の現状を聞き、

私も 54 年前のことを思い出しました。

  昭和 34 年 9 月 26 日、その時私は小学 3 年

生でした。夜 8時頃風雨が強くなり、停電になっ

てしまいました。そのうち、ゴーと言う音と共

に雨戸が外れ、あっという間に水が入って来た

のです。畳が浮き、私は流されそうになり、あ

わや死にそうになりました。その瞬間、父が「逃

げないかん !」と言って、私を抱きかかえてくれ、

裏の堤防へ逃げました。後になって、父が「あ

の時堤防へ逃げるにも真っ暗で、その上水の勢

いが強いため裏の堤防へ登り、屋根に上がって

助かったんだ」と、聞かされました。同級生の

中でも、何人かの人たちが犠牲になりました。

数日後、ヘリコプターに乗せてもらい、姉と疎

開することになりました。その時家族と離れ、

不安もたくさんありましたが、疎開先の方たち、

学校の先生、同級生の方たちからの暖かい気配

り、支援があり、楽しい生活を送ることができ

ました。

  現在被災された多くの家族の方々の苦しみを

思いますと、少しでもお役に立てれたらとの思

いで、参加しました。イモの植え付け /収穫祭

の時、私は近鉄蟹江駅へお迎えに行き、陸前高

田市から避難されて来てみえる方のお話を伺い

ました。想像以上に深刻な様子に、私は胸が痛

みました。そのような中でも夫婦力を合わせ一

生懸命生きていかれる姿に、逆に私も頑張ろう

という力を貰いました。又、小さな子どもたち

が虫を捕まえたり、植物に触れたりと、元気に

田んぼを走り回る姿に、我が家の孫の年齢と同

じ位でもあり、この小さな子ども達の笑顔を決

して奪ってはならない、と強く思いました。

  現在、被ばくと言う大きな課題があります。

元気に元の生活に早く戻れます様に祈る思いで

す。

この度、五月から十月まで、いろいろな方とふ

れあう事が出来ました。そして、人の話をしっ

かりと聞いて行こうと思います。人は一人では

生きて行くことは出来ません。皆様が幸せにな

ります様に、私もこの度の体験を通してこれか

らも微力ではありますが、皆様のお力になれた

らと思います。本当にお世話になりました。

           ( 飛島村 有志会 橋本 正二、千草 )
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  私の勤務する「みどり菜の花保育園」は、緑

区の中でも開発、住宅建設がすすみ人口増加の

著しい地域です。私たちの保育園に、原発事故・

津波により避難された家族の方々がみえます。

入園後、お母さんたちは、子どもたちが戸外で

身体中を使って遊ぶ姿をみながら「砂に関わっ

て遊べることの幸せ」や「散歩に出かけ虫や花

に自由に関われる幸せ」を伝えてくれました。

  アゲハチョウの羽化を、今か今かと心待ちに

する子どもたち。自分たちの育てたピーマンや

きゅうりを、苦手な子どもたちも「食べてみよ

うかな～」と挑戦する姿。そんな姿をみながら

改めて、子どもたちは自然と関わる中でたくさ

んの感動や発見をし、学んでいくのだと実感し

ています。一方で、原発事故のため放射線量を

常に気にしながら過ごさなければならない子ど

もたちが現実にいることを身近に感じた時、住

む地域によって大きな格差が生まれている現実

に深い憤りを覚えます。

  この夏私は、恒例の「めぐりあい交流キャン

プ in おなび」に参加しました。岐阜県の大自

然の中、大人も子どもも川遊びやキャンプファ

イヤー、探検を心ゆくまで楽しみました。魚の

つかみ取りに歓声をあげ、川の流れに身をまか

せ何度もなんども浮かんで楽しむ子どもたち。

夜は、時間も忘れ心ゆくまで大人同士語り合う

キャンプでした。被災された皆さんにとってふ

るさとに残ることも、離れることも心の揺らぐ

辛い撰択なのに、その明るさ、パワーに驚き私

たちが元気をもらったキャンプでもありました。

  10 月 5 日 ( 日 ) には、愛知牧場での「ふる

さと交流会 in Nissin バーベキュー大会」にも

参加しました。キャンプで出会った子どもたち

が覚えていてあたたかく出迎えてくれました。

どんぐりを拾いながら散歩し、牛の大きな瞳に

語りかけられ、やぎやうさぎと触れ合う時間は

あっという間に過ぎていきました。子どもたち

の、やぎをさすってやり、うさぎに何度も餌を

あげる姿は動物を愛おしく思う気持ちで溢れて

いました。身近に動物がいることが当たり前の

生活なのだと感じつつ、これからも保育園の職

員として「交流会に参加しよう」と心に決めた

秋の一日でした。

  「原発は安全」と言い切る翌日に、汚染水が海

に流出していたことが明るみにでるなど、何を

信頼して良いのかわからない今、私たち大人が

真実にしっかり目を向け、疑問や思いを口に出

すことがとても大切だと思います。子どもたち

一人ひとりが大切にされる国に変えるために、

私たちに何ができるのか～ 　日々の仕事づくり

とあわせ皆さんとともにこれからも知恵を出し

あい、行動しともに歩んでいきたいと思います。

    ( 社会福祉法人 名古屋キリスト教社会館

           みどり菜の花保育園 柏本 多恵子 )

「めぐりあい交流キャンプ」と

「ふるさと交流会 in Nissin バーベキュー大会」に参加して
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第 12 回子育てつどいの広場

  今回の参加人数は、 5 世帯、大人 7 人、子ど

も 6 人の計 13 人でした。

  10 月 20 日、ずっと楽しみにしていた『子育

てつどいの広場 in 瑞穂区』に参加して来まし

た。

  色々な交流会でお友達になった子と遊べるの

を楽しみにしている 3 歳の娘との参加です。

  大人達は楽しく語らい、その間、子ども達は

ボランティアの方々と色々な遊具で遊んでもら

い、とても喜んでいました。

  あっという間にお昼になって、ボラみみ定番

の美味しいお好み焼きをみんなでいただき、大

人達はそのままティータイムに入りゆっくり話

に花をさかせました。

  来月の11月17日には第13回が開催されます。

今から娘と 2 人でとても楽しみにしています。

  ボランティアスタッフの皆様、お世話になり

本当にありがとうございます。

  またこれからもよろしくお願い致します。

            ( ペンネーム : トムとジェリー )

< お知らせ >

1) 次の子育てつどいの広場は第 14 回を 12 月 15

日、第 15 回を 1 月 19 日に予定しています。

詳細は同封のチラシをご覧ください。

2)「赤いランドセル(新品)」が、わずかあります。

   直接ご来所いただくか、送料着払いでお渡し

できます。必要な方は早めにご連絡下さい。

   年齢制限はありません。

3) ボラみみより情報ステーションは、火曜・日

曜・祝日をのぞく、月～土曜日の 10 時～ 16 

時に開設しています。冷暖房完備です。駐車

場あり。通常、入会金が必要ですが、「あお

ぞら」をご持参いただければ、入会金不要で

す。 1 月末まで。

詳しくは、

ボラみみより情報ステーション

     boramimist@yahoo.co.jp まで

〒467-0842 名古屋市瑞穂区妙音通 2-40

                              横山ビル 1 階

    TEL : 080-4228-5356 (10 時～ 15 時 )

    FAX : 052-811-1812

    http://locoplace.jp/t000095629/

アレルギーが心配な人集まれー！

  11 月 5 日、大府市民活動センター｢コラビア｣

にて行われました。

　10 時よりアレルギーや喘息の心配なお母さん

と子ども合わせて、11 名が参加しました。

　はじめに、自己紹介をしてから、特定非営利

活動法人 アレルギー支援ネットワークの常務

理事 中西 里映子 さんを招いて、食物アレル

ギーや喘息に関するお話を詳しく聞けました。

  喘息は、ダニやハウスダストによる影響で、

部屋の掃除も大切ですが、寝具のクリーニング

も重要で、自分で洗うとしっかり中まで乾燥を

させることが難しいため、専門の業者に依頼し

たほうが安心とのことでした。

  名古屋市は、生活衛生センターに問い合わせ

することによって、自宅の寝具のダニも調べる

ことが出来るようで、恐いもの見たさでやって

みようと思いました。

  質問や意見など気軽に発言することができ、

和やかなムードで行われました。

  避難されてこられ、地域の情報は分かりづら

くアレルギーの専門の医療機関や先生の情報を

教えていただきました。

  各地域で行っているアレルギーの会の紹介に

より地域とのつながりの大切さを知ることがで

き、小学校や幼稚園に上がる時の必要な情報な

ども学ぶことが出来ました。

  今回第一回目として、アレルギーの心配な人

集まれー！を開催することができましが、会場

の場所が遠いなどしてなかなか行きづらいこと

もあります。

  アレルギーの心配な母として、同じ不安を持っ

ている避難者同士の交流や、普段の子育ての悩

みなども話せる場として、定期的に開催出来た

らいいと思いました。

           ( 関根 真奈美 名古屋市西区 在住 )

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 
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  10 月 27 日 ( 日 ) 愛知大学豊橋キャンパスで

開催されました「秋の交流会」に、家族 5 名 ( 私、

妻、子ども (13 歳、 7 歳、 3 歳 )) で参加させて

頂きました。

  会場の愛知大学豊橋キャンパスは、周辺に学

生の生活に必要な商業施設が充実している上に、

キャンパス内は広く落ち着いた環境にあります。

私が 20 年ほど前に通っていた東北地方の大学を

思い出し比べると、大変充実しており時代の流

れを感じると共に羨ましく感じられました。

  交流会は、第 1 学生自習室に集まり、顔合わ

せと共に、今回の秋の交流会の担当の愛知大学

豊橋キャンパスのたすけあいネット榊原さん、

愛知県被災者支援センターの瀧川さんよりご挨

拶を頂きました。台風の影響と朝晩の寒暖の差

も激しいこともあり、当日に三世帯の方が欠席

となったとのことで、わが家を含め 4 世帯 12

名と学生 8 名、被災者支援センター 2 名、愛知

大学の西堀先生と、少し寂しいスタートとなっ

てしまいました。

  今回の会は運動の出来る服装でとのことで、

それでは早速ということで体育館に移動し、学

生の進行により、学生 Vs 子ども・保護者 & 支

援者の方により、鬼ごっこからスタート…  先

ほど少し寂しいスタートと書きましたが、そん

な考えは全く無意味で、学生の巧みな進行に、

子どもも大人も一気にテンションが上がり、そ

の勢いのままドッヂボールに突入。ドッヂボー

ルは、学生、参加家庭、支援者の方を全て半分

にしての対抗戦。更にテンションは上がり MAX

状態、その後、子ども達は、学生達とのサッカー、

ダルマさんが転んだなど、大はしゃぎで楽しん

でいました。そんな子どもたちに触発されたの

か、保護者の女性陣でバレーボールが始まり、

気づくと私も支援者の方も交えて、バレーボー

ルを楽しんでいました。

  震災から三年目に入りましたが、それぞれの

家庭が未だに元の生活までは程遠い生活を強い

られており、ストレスも溜まっていたこともあ

り、久し振りにいい汗をかくことが出来ました。

楽しい運動も終わり、最初の第 1 学生自習室に

戻り、子どもたちは学生と、お菓子やジュース

を飲みながら、ぬりえ、わなげ、おりがみを楽

しみながら過ごしていました。私たち大人は、

支援者の方と被災地の現状、避難先での現状な

どの情報交換などいろいろな話で盛り上がり、

終了予定時間を大幅にオーバーしてしまいまし

たが、大変有意義な時間を過ごすことが出来ま

した。

  何度かイベントに参加させて頂いています

が、参加する度に支援センターの皆様を始め、

本当に多くの方のご支援を頂いていることに感

謝すると共に、被災者同士の繋がりも出来大変

心強く、頑張って行こうという前向きな気持ち

になれます。

  まだ、参加されたことのない方もいると思い

ますが、是非一度参加して頂きたいです。

                   (工藤 辰也 岡崎市 在住 )

「秋の交流会」 に参加して
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  お茶っこサロンへの参加を、毎回楽しみに

しています。いつも楽しい企画を、ありがと

うございます。

  普段はなかなか訪れる機会のない、名古屋

市内の観光スポットなどに行く企画などもあ

り、自分の住んでいる地域以外の、いろいろ

な場所を訪れることができて、大変ありがた

いです。名古屋の良さを発見する、貴重な機

会でもあります。

  10 月は「名古屋まつり」に合わせて、19 日

( 土 ) に中区のナディアパーク内で開催されま

した。私と息子は、都合で途中からの参加と

なりましたが、みなさん温かく迎えてくださ

り、久しぶりにお会いした方々とも話がはず

み、あっという間に時間が過ぎてしまいまし

た。

  子どもたちは、折り紙コーナーでスタッフ

の方に教わりながら、折り紙で今人気の恐竜

を見事に完成させ、たいへん喜んでいました。

お茶っこサロンの後は、みなさんと名古屋ま

つりのパレードを観て、とても楽しいひと時

を過ごしました。

  私自身、被災した者としていろいろと悩み

を抱えていますが、お茶っこサロンでいろいろ

な方と話をすることで、少し心が軽くなって前

向きにがんばろう、という気持ちになります。

年代もさまざまで、いつも馴染みの方もいれば、

初めてお会いする方もいますが、だれとでも話

をしやすい雰囲気というのが、お茶っこサロン

の魅力だと思います。スタッフの方には毎回声

をかけていただき、相談すると親身になって応

じてくださり、とても感謝しています。

  震災に関連して、愛知県内に避難している方

はたくさんいらっしゃいます。住み慣れた土地

を離れ、それぞれ悩みを抱えて、慣れない土地

で生活していると思います。お茶っこサロンは、

初めてでもとても参加しやすい雰囲気なので、

気軽に参加してみてはいかがでしょうか。次回

は 11月 24日 (日 )に、熱田区で開催されます。

東北地方の秋の風物詩「芋煮会」を一緒に楽し

みましょう。みなさんで鍋をつつけば、心も体

もほかほかになると思います。

  そのあとは、みなさんで近くの熱田神宮を参

拝するのもいいですね。次回も是非参加させて

いただきます。

         (安藤 まり子 名古屋市昭和区 在住)

『第 15 回お茶っこサロンなごや』に参加して

支援センターからのお知らせ

  愛知県被災者支援センター では、朝日新聞 (当日朝夕刊 )、中日新聞 (当日朝夕刊 )、東京新聞 (前

日朝夕刊 )、岩手日報 (数日前朝刊 )、河北新報 (数日前朝刊 )、福島民報 (数日前朝刊 )、福島民友 (数

日前朝刊 )をお読みいただくことができます。

  原則、支援センターの下記の開館日時であれば閲覧可能ですが、会議や作業などでご遠慮いただ

く場合もありますので、お越しいただく前にご連絡いただけるとありがたいです。

愛知県被災者支援センター
名古屋市中区三の丸 3 丁目 2 番 1 号
　               愛知県東大手庁舎 1 階
利用時間  月～金 10:00 ～ 17:00 
          ( 土・日・祝・12/29 - 1/3 休 )
TEL : 052-954-6722   FAX : 052-954-6993

・地下鉄名城線「市役所」駅（ 2 番出口）から徒歩 3 分
・名鉄瀬戸線「東大手」駅から徒歩 3 分
・基幹バス「市役所」停留所から徒歩 5 分
・とよやまタウンバス「県庁前」停留所から徒歩 5 分
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日時 : 20013 年 11 月 9 日 ( 土 )11:00〜15:30

場所 : ヤマハリゾート つま恋

主催 : 社会福祉法人静岡県社会福祉協議会

共催 : 静岡県

参加人数 : 

宮城 21 人、福島 60 人、その他の県 8 人

                   (※ 今回で 2回目の開催)

・イベントの進行・オープニング挨拶 :

  静岡県社会福祉協議会 常務理事 神尾 好行

  静岡県くらし環境部 管理局長 市川 克次

・復興状況の報告 :

  宮城県震災復興・企画部 福島県生活環境部

・食事ランチバイキング

    & ちびまる子ちゃんとじゃんけん大会

・復興に向けた取組、現地状況の上映（協力：

たすけあいジャパン）、餅つき（協力：ヤマ

ハ労働組合）、とみおか子ども未来ネットワー

クの活動紹介など

・13:00 からのフリータイムでは、各自交流、

似顔絵 (ウフフさんによる笑顔の似顔絵 )、

温泉、ポニー乗馬など

・15:30 閉会、全体写真撮影、解散

  今回私は、東日本大震災支援全国ネットワー

ク (JCN) の協力委員のお手伝いで、避難してい

る方に必要な情報、Web に載せられそうなチラ

シや支援団体の発掘するために参加し、静岡県

の支援のありかた、避難されている方の声を聞

くことが出来ました。

静岡県に避難した方の具体的な声と、静岡県の

支援についての二つを報告します。

郡山市から自主避難された家族のお話

  当時、里帰り出産で実家のいわき市で被災、 2

機目が爆発してすぐに実兄の所に避難、それか

ら生活習慣の違いから、両親の実家がある静岡

市に家族で避難してきたそうです。

  事故後、いわきでは、消防車がサイレンを鳴

らして、「外には出ないでください。窓を開けな

いで下さい」とアナウンスされていたそうです。

テレビの言っている事は、嘘で、何が真実なの

か分からなかったが、兄の言葉を信じて避難し

て良かったと、涙ながらに話してくださいまし

た。

  東電に対して、ADR や損害賠償として訴える

弁護団があれば、自分たちも訴えていきたいと

おっしゃっていました。私も同じでしたが、避

難して新しい環境に慣れることで、いっぱいで

そこまで手が回らなかったと話してくださいま

した。

  静岡にも、個人的に話を聞いて各々がどんな

気持ちで、今後どうしていきたいか一緒に考え

る必要があると思いました。

静岡県くらし・環境部管理局 政策監 (被災者受け入れ担

当 )付 企画班長 清 真人 氏・川島 悟 氏からのお話

  ～ 避難者の意向と生活再建を目指して ～

  主な支援内容は、避難された方々に住まいと

して民間のアパートを提供する、交流会の実施、

アンケート、被災地の情報を伝える、長引く避

難生活の相談窓口、静岡県には９つのボランティ

ア団体がある。それぞれが、直接会いに伺ったり、

地域の歴史を見に出かけてりしている。

  静岡県も愛知県と同じような支援体制で、あ

まり変わりないことが分かりました。

  今後は、先ほどお話を伺って、賠償請求権の

時効が迫っている中、なかなか一歩踏み出す勇

気が持てない方にも出来るように、弁護士や専

門家に相談することを、皆さんに直接伝えてい

くことが大切ではないかと思いました。

           ( 関根 真奈美 名古屋市西区 在住 )

東日本大震災避難者交流会　｢つながろう日本！  あつまろう静岡｣　IN つま恋
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愛知県に近い地域のご案内

京都府 :

    京都府京都市

     ( 京都府庁内職員福利厚生センター ) 

   京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町

  平成25年12月13日(金)〜12月19日(木) 

兵庫県 :

    兵庫県神戸市

     ( 兵庫県庁 1 号館敷地内 )

    神戸市中央区下山手通５丁目１０番１号

  平成25年12月21日(土)〜12月26日(木) 

※受検時間は、原則 9 時 30 分〜16 時 30 分です。

    ※申し込みは、検査日の 3 日前 (土・日・祝祭

日除く )までにお願いいたします。

申込み先

    福島県県民健康管理課

    TEL( 受付専用 ) : 080-5743-5867

                     080-5743-5868

   (受付時間:土日祝日を除く午前 9時〜午後 5時) 

内部被ばく検査に関する問い合わせ先 

     福島県県民健康管理課 

                  〒 960-8670 福島市杉妻町 2-16 

                             TEL : 024-521-8028 

        http://wwwcms.pref.fukushima.jp/

福島県 ホールボディカウンター車の巡回について

  福島県では、県外に避難された皆様が、避難先のお近くでホールボディカウンター (WBC)

による内部被ばく検査を受検できるよう、順次検査体制の整備を進めています。検査を希望

される方は、下記によりお申し込みください。検査は申し込みの受付順となります。

内部被ばく検査とは 

  東京電力福島第一原子力発電所事故で環境に放出された放射性セシウムなど体内にある放

射性物質から、概ね一生の間に受けると思われる線量を推計するための検査です。この検査

により放射線を受けることはありません。また、痛みを伴うこともありません。

 

受検対象となる方 

  事故発生当時に福島県内に居住し、その後県外へ避難された方

福島県 WBC 車の巡回予定 ( 一部抜粋 )(スケジュールは平成 25 年 11 月 1 日現在 ) 

  検査機器を搭載した WBC 車が以下の日程で巡回し、検査を行います。

              ※その他の地域での検査は、スケジュールが決まり次第ホームページ等でお知らせします。

検査人数 :  1 日あたり 70 名程度

所要時間 : 受付から検査終了まで 30 分程度

               受付 → 同意書記入 → 検査内容説明 → 体表面検査 → WBC 検査

検査費用 : 無料 (※検査場所までの交通費については、各自負担いただきます )
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  甚目寺中学校生徒会では、東日本大震災の後、

「東北応援プロジェクト」と題し、いろいろな支

援活動に取り組んできました。

  平成 23 年度の後期には、全校生徒に募金を募

りました。そして、文部科学省「東日本大震災『子

どもの学び支援ポータルサイト』」を通じて、宮

城県亘理郡中体連に陸上大会で必要な物資をお送

りすることもできました。

  平成 24 年度は、今でも交流が続いている山元

町立山下中学校や坂元中学校、気仙沼市立階上中

学校に、応援旗や色紙、卒業を祝う「祝い羽根」

などをお送りしました。また、この年の冬に、東

日本大震災で被災された方が愛知県にたくさん避

難されていることを知りました。そこで、 1・ 2

年生の各学級から、寒中見舞いの手紙に「 3 年

生を送る会」と「卒業式」の招待状を添えて、甚

目寺中学校の近くにお住まいの 13 家族にお送り

しました。後日お返事をいただき、僕たちはその

内容に心を打たれました。

  そこで、今年度の「東北応援プロジェクト」と

して、「愛知県に避難されている方に暑中見舞い・

寒中見舞いを送ろう !」という取り組みを計画し、

県内のいくつかの中学校にもお声掛けをさせてい

ただきました。すると、あま市内のすべての中学

校と、市外にも協力してくださる中学校が見つか

り、合計 10 校から 103 通の暑中見舞いをお送り

することができました。甚目寺中学校の手紙には、

「学校祭」の招待状と手作りのミサンガ、四つ葉

のクローバーのしおりを同封しました。残念なが

ら、前回も今回も、どなたも甚目寺中学校には来

られませんでしたが、僕たちの思いが、少しでも

避難されている方の心の支えになることができれ

ば幸いです。

  僕は、この 1 年

半、甚目寺中学校

の生徒会役員を務

めさせていただ

き、この「東北応

援プロジェクト」

に関わらせていた

だきました。初め

のころの、「僕たちにできることがあるのだろう

か…」といった悲しい気持ちは、今では「中学生

にもできることがある !」との思いを実感するよ

うになりました。僕たちにとって「東北応援プロ

ジェクト」は、被災された方々の悲しみや苦労を、

心と体で感じる取り組みで、後期生徒会による「愛

知県に避難されている方に寒中見舞いを送ろ

う !」の原動力にもなっています。

  最後に、「東北応援プロジェクト〜愛知県に避

難されている方に暑中見舞いを送ろう !〜」にご

協力をいただいた愛知県被災者支援センター・愛

知県人権教育研究会・小坂井中学校・木曽川中学

校・清洲中学校・八開中学校・大治中学校・七宝

中学校・七宝北中学校・美和中学校・甚目寺南中

学校のみなさん、どうもありがとうございました。

       (あま市立甚目寺中学校 3年 川瀬 拓磨)

  甚目寺中学校生徒会の取組に共感した私たち小

坂井中学校生徒会も、「東北応援プロジェクト」

に参加させて頂きました。

  被災者の皆さんにどのような言葉を掛けていい

のか、初めはとても頭を悩ませました。私は、手

紙に自分の素直な思いを込めながら綴ることにし

ました。

  その後、自分の出した手紙に被災者の方から返

事が届いたと聞いた時は、驚きと喜びでいっぱい

になりました。その方は七十五歳の女性の方で、

ご自身が作られたパッチワークの写真を添えてく

ださっており、自分の特技を生かして前向きに頑

張っておられる姿がありました。私は、その女性

の生き方に、尊敬の念を抱きました。私の苦しい

過去にも共感してくださり、言葉一つ一つが温か

く、優しく、私の背中を押してくださるものでし

た。

  私は、この手紙のやりとりから、改めて、人の

強さと優しさ、そして絆の大切さを学ぶことがで

きました。今回、この「東北応援プロジェクト」

に参加させて頂くことができて、本当に良かった

と思っています。

        (豊川市立小坂井中学校 3年 後藤彩那)

「東北応援プロジェクト 〜 愛知県に避難されている方に暑中見舞いを送ろう ! 〜」

                                                                     あま市立甚目寺中学校の取り組みから
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あおぞら・情報掲示板あおぞら・情報掲示板

◆ 応募方法

◎ メールまたは FAX にて  

     E-mail : aozora@aichi-shien.net   FAX : 052-954-6993

◎ 文字数 :1 情報につき 200 字以内 

◎ 氏名・現住所・電話番号を明記してください。

          ( 実名・匿名・ペンネームなど、掲載の表記希望をお知らせください )

※ 掲載時、こちらで編集したり、内容によっては掲載不可となる場合もあります。その他、相談させていただく場合があることを、

ご承知おきください。

皆様からの情報をお待ちしています。

※ これらは、さまざまな方々から寄せられた情報を元に
   掲載しています。
   掲載された情報元にご確認のうえ、皆様の判断でご利
   用ください。

/// モンキーパーク ///

約 70 種 900 頭の世界の珍しいサルを飼育展示している

「世界サル類動物園」と、30 種類以上の様々なジャン

ルのアトラクションが揃う「遊園地」が併設された一

大レジャー施設です。夏には屋外レジャープール「水

の楽園 モンプル」もあり、季節ごとのイベントもあっ

て楽しめます。

動物園は、テナガクモザルの島やリスザルの島、モン

キーバレイなどの自然に近い形の中でサルたちの本来

の生態を観察できるように工夫が凝らされています。

サルに関する学習の場としての役割を果していて、京

都大学霊長類研究所が隣接していることからも、その

充実ぶりがうかがわれます。

入園料（動物園・遊園地共通）

    おとな（中学生以上） 1,600 円

    こども（2才以上）   800 円

ワンデーパスポート（入園＋のりほうだい券）

    大人（中学生以上） 3,900 円

    小学生         3,200 円

    幼児（2才以上） 2,400 円

のりほうだい券 ※園内チケットボックスにて

    大人・小学生 2,800 円

    幼児（2才以上） 2,100 円

    のりもの回数券 2,000 円（2,300 円分）

営業時間 :

    12 月 1 日～ 12 月末日  全日 10:00 ～ 16;00

     1 月 1 日～ 2 月末日   平日 10:00 ～ 16:00

                        土日祝 10:00 ～ 16:30

       ※季節・曜日により予告なく変更する場合があります

全園休園日 :

    2013 年 12 月 31 日及び 2014 年 2 月 12 日

駐車料金 : 3 月～ 12 月上旬  1,000 円

          12 月中旬～ 2 月     500 円

交通アクセス :

犬山駅下車犬山駅東口より岐阜バスコミュニティ

                （日本モンキーパーク行き）で約 5分

            バス料金（片道） 大人 160 円／小児 80 円

所在地 : 愛知県犬山市犬山官林 26

TEL : 0568-61-0870    FAX : 0568-62-0336

/// リトルワールド ///

世界の家と暮らしをテーマとした野外民族学博物館で、 

1 日で世界一周した気分になれます。

なんといってもその魅力は、世界各地から集めた家を訪

ずれたり、料理を楽しめること。お土産もその地に行か

なければ、なかなか手に入らないものが揃っています。

もうひとつの楽しみは、民族衣装。いろいろな国の衣装

があって、実際に着ることができます。大人が着るのも

素敵ですが、サイズがあえば、ちいさい子どものかわい

いこと。シャッター押しまくり…(体験済み (^^;)

季節に応じてさまざまなイベントも催されるので、

チェックしてみてください。

料金 :

大人・大学生  1,600 円

シルバー（65 歳以上） ※保険証など証明書を提示 

              1,200 円

高校生・留学生 ※学生証又は外国人登録証を提示 

              1,000 円

小・中学生 600 円

幼児（3歳以上） 300 円

 

住所 : 愛知県犬山市今井成沢 90-48 

TEL : 0568-62-5611

交通アクセス :

名鉄犬山線犬山駅より岐阜バスコミュニティで 20 分

                                ( 大人 片道 480 円 )

駐車場 : 乗用車 1,200 台

               （ 料金 800 円 ※12 月～ 2月は 500 円）

営業時間 :  3 月～ 11 月  9：30 ～ 17：00

           12 月～ 2 月 10：00 ～ 16：00

                          ※ 1 月、 2 月の土日祝は 16:30 迄

  休館日

       7 月第 2 週目の月～金曜

                      （2013年 7月 8日～ 7月 12日）

       12 ～ 2 月の水・木曜日

                        （但し、冬休み期間中は開館）

       12 月 31 日
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あおぞら・情報掲示板あおぞら・情報掲示板

◆ 応募方法

◎ メールまたは FAX にて  

     E-mail : aozora@aichi-shien.net   FAX : 052-954-6993

◎ 文字数 :1 情報につき 200 字以内 

◎ 氏名・現住所・電話番号を明記してください。

          ( 実名・匿名・ペンネームなど、掲載の表記希望をお知らせください )

※ 掲載時、こちらで編集したり、内容によっては掲載不可となる場合もあります。その他、相談させていただく場合があることを、

ご承知おきください。

皆様からの情報をお待ちしています。

※ これらは、さまざまな方々から寄せられた情報を元に
   掲載しています。
   掲載された情報元にご確認のうえ、皆様の判断でご利
   用ください。

/// 覚王山日泰寺の縁日 (毎月 21 日 ) ///

 

なんだここは、巣鴨か ?!

初めて行った時の私の第一印象です。「おばあちゃ

んの原宿」として名高い巣鴨を連想させるものがあ

ります。だけど、若い人やお子様にもお勧めです。

覚王山は名古屋の高級住宅地であると同時に、学生

町でもあります。昔ながらのお店と、今風のおしゃ

れでハイセンスなお店が混在しています。

若いアーチストたちの活動拠点として機能している

面があるかと思えば、近くのブティックのライン

ナップに、リボンの多用や袖や裾のボリュームの出

し方など「名古屋嬢」を感じたりもする、多様性・

多面性のある街です。縁日や近隣のお店に常備して

ある「覚王山マップ」も、どうぞご参考に。

縁日は、このお寺から参道一帯に商店が出ます。お

祭りの露店という感じのお店はむしろ少なく、全国

各地から特徴のあるお店が集結しているといった風

情。参道のかわいいお店や昔ながらのお店も、この

日は露店を出します。

この縁日は、弘法様の縁日とも言われており、日ご

ろは閉まっている参道周辺の小さな祠をひとつひと

つお参りして回るのも楽しいです。重たげな小袋か

ら取り出した小銭を、少しづつお賽銭に使って回る

お年寄りも多々みられます。きっとこの日のために

一か月間、小銭を貯めていらっしゃるのでしょう。

そういう (おそらく縁日常連の )方々同士が、「元気

だった ?」「生きてた ?」と笑顔でご挨拶している様

子も微笑ましい。

日泰寺はタイ王室との縁が深い寺でもあり、独自の

歴史があります。この辺りに象の置物などが多いの

はそのため。

春祭り・夏祭り・秋祭りなど、折々のイベント時には、

子ども向けの工作コーナーや、近隣のおしゃれなお

店の出店率が高くなり、ますます多様な年齢が楽し

めます。

巣鴨ほど広い範囲でなくコンパクトにまとまってい

るため、さほど歩き回らずに全体を観ることができ、

身体の負担も多くないです。

どうぞ、お出かけくださいませ。

 

日時 :毎月 21 日、 9 時頃から 3 時頃まで

場所 :覚王山日泰寺参道一帯と境内

交通 :地下鉄東山線覚王山下車、 1 番出口すぐ

車の場合、参道は車両通行止め(歩行者天国)ですし、

もともとコインパーキングの少なめな地区なので、

最寄りで探すのは難しいかもしれません。地下鉄一

駅前の池下あたりでコインパーキングに止めて、一

駅地下鉄利用で来られる方が無難かと思います。

   

おでかけ



 

 

「広域避難をされた方々の現状を正しく理解し、今後のより有益な支援等に 

つなげるためのアンケート調査」調査結果のご報告 

<実施機関> 名古屋大学大学院環境学研究科社会学講座黒田由彦研究室 

<調査責任者> 教授 黒田 由彦 / 担当・まとめ 浅井 南(修士課程 2年) 

 

＜はじめに＞ 

 2013年 9月に実施した表題のアンケート調査の際には、ご協力をいただき、誠にありがとうござ

いました。このアンケートの回収率は 41.7％です。 

 

＜調査結果の概要＞ 

１．回答者の性別・年代・住居等 

回答者の性別は、男性が 30%、女性が 69％でした(無回答 1%）。回答者の年代ですが、幅広い年代か

らご回答いただきました。最も多い年代は 30代(30％)、次いで 40代(24％)でした。性別で分けてみま

すと、男性より女性の方が年代の偏りが大きく、女性は 30～40代の占める割合が約 6割となっていま

す。 

 

図１ 回答者の年代 

 

    表１ 都道府県別の被災時住所 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 

女性 

男性 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 

  回答者数 有効パーセント 累積パーセント 

岩手県 20 9.4% 9.4% 

宮城県 36 17.0% 26.4% 

福島県 134 63.2% 89.6% 

山形県 1 0.5% 90.1% 

関東 21 9.9% 100.0% 

 (茨城県) 5 2.4% 92.5% 

(栃木県) 2 0.9% 93.4% 

(千葉県) 5 2.4% 95.8% 

(埼玉県) 5 2.4% 98.1% 

(東京都) 3 1.4% 99.5% 

(神奈川県) 1 0.5% 100.0% 

合計 212 100.0%  

被災時の住所を都道府県別で見ると、表１のとおり

です。回答してくださった方は、1都 9県にわたりま

す。岩手・宮城・福島の東北 3県から避難されている

方が 90％を占めます。前回調査(2012年 5月、名古屋

大学黒田研究室実施)では、岩手・宮城・福島の東北 3

県の合計が 94%でした。2013年 9月 30日現在での愛

知県受入被災者登録制度の登録状態は、岩手県 6％、

宮城県 18％、福島県 62%、その他地域が 14%ですの

で、本調査の結果と大きな差はないと判断できます。 

被災時の住所を市町村別で見ると、原発事故の警戒

地域(自治体全域)が 6％、警戒地域(一部地域)が 12％、

それ以外の福島県内が 46％、その他地域が 36％でし

た。つまり、立ち入り制限・禁止された地域から避難

してきた人が全体の約 2割を占めています。この値は

前回調査では約 3割でした。 

また、現住所は愛知県全域に散らばっており、前回

調査と同様の結果でした。 



 

 

  

      図２ 住居の形態             図３ 同居家族人数の変化 

 

現在の住まいに定住・仮定住した年については、2011年と答えた方が 66％と最も多く、2013年にな

って定住・仮定住された方はわずか 7％でした。現在の住居形態については、図２に示します。前回調

査と同じく何らかの形で家賃補助のある住居に住んでいる人が半数以上を占めています。図３は同居家

族人数の変化です。被災前に比べ、単身世帯や 2人暮らし世帯が多いことがわかります。 

未成年の子供と母子・父子避難している世帯の割合をみると、有効回答 193票の約 2割にあたる 40

票が母子・父子避難していることがわかりました。それを被災時の住所別でみると、関東その他地域、

福島県(警戒区域外)、福島県(警戒区域)の順に割合が高いです。さらに、被災地でまだ生活している家族

がいるかどうかを尋ねた結果、有効回答 194票の 36%にあたる 70票で、被災地でまだ生活している家

族がいることがわかりました。 

 

２．今後の見通し・家計の状況 

愛知県に住民票を移動していないと答えた方は、有効回答 211票のうち 40票でした。その理由につ

いて複数回答可でお尋ねしたところ、福島県の警戒区域から避難されていて住民票を移動していない方

の約 6割が「東電の賠償が心配であること」を挙げています。 

今後の定住先ついて、被災時の住所別に示したものが図４です。「愛知県に定住する」と「わからない」

に分かれています。この傾向は前回調査と同様でした。 

 

図４ 今後の定住先 
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公営住宅や民間住宅借り上げなど、県の住宅借上制度を利用している方は、有効回答 199票のうち 114

名(57%)でした。来年度家賃が発生したときの見通しを尋ねたところ、「払える見通しがある」と回答し

た人は 18％、「払える見通しがない」が 28％、「払える見通しはわからない」が 39％、「その頃には愛

知県外に移る」が 6％、「その他」が 8％で、前回調査と同様の結果でした。昨年と同じく、家賃負担に

不安を抱えている家計の状況がうかがえます。毎月の家計の状態について尋ねたところ、「余裕がある」

と回答した人は 3％、「余裕はないが生活はできる」が 40％、「ぎりぎり生活できる」 が 34％、「足り

ない」が 23％でした。「ぎりぎり生活できる」と「足りない」を合わせると 57%で、前回調査の 42％を

大きく上回り、 約 6割の家庭で厳しい状況にあることがわかります。 

 

表２ 生活費の工面 (複数回答) 

生活費の工面 カッコ内は前回結果 

自ら働いて得た収入 62.4% (47.8%) 

貯金の取り崩し 36.6% (48.3%) 

被災地にいる家族からの送金 14.9% (21.0%) 

東京電力からの賠償金 14.4% (23.6%) 

その他(年金等) 12.9% (21.0%) 

義援金などの支援金 10.9% (15.9%) 

生活支援貸付など公的資金 5.9%  (4.5%) 

親戚・知人の援助 5.0%  (8.9%) 

失業保険 2.5%  (5.1%) 

回答者数 202   (157) 

 

３．人間関係や地域とのつながり 

様々な所属団体での活動頻度についてお尋ねしたところ、「市民活動団体」など大きな変化が見られな

い項目もありましたが、「町内会・自治会」と「趣味・同好会等クラブ」で、表３・４で示したように加

入している人の割合や活動頻度の目立った減少が見られました。この結果から、被災前の生活と比べて、

団体に所属して積極的に活動できる余裕がもてなくなっていることが伺えます。 

 

表３ 町内会・自治会への所属・活動頻度 

 

積極的に参加 あまり参加しない 加入していない 合計 

被災前 29.7% 32.3% 38.0% 100.0%(回答者数 192) 

現在 14.4% 31.9% 53.7% 100.0%(回答者数 188) 

 

表４ 趣味・同好会クラブへの所属・活動頻度 

 

積極的に参加 あまり参加しない 加入していない 合計 

被災前 23.9% 7.6% 68.5% 100.0%(回答者数 184) 

現在 8.3% 5.0% 86.7% 100.0%(回答者数 181) 

 

  

生活費の工面について見たのが表 2です。割合で多

いのは、「自らが働いて得た収入」、「貯金の取り崩し」

であり、次いで「被災地にいる家族からの送金」、「東

京電力からの賠償金」が続いています。前回調査より

も、「貯金の取り崩し」の割合が 10％ほど減少し、「自

ら働いて得た収入」の割合は 15%ほど増加、「東京電

力からの賠償金」は 10％ほど減少しました。 

次に働いている人の状況をみてみると、被災前では

正社員と非常勤・パートの割合は 6：4 でしたが、現

在では 4：6 と逆転しています。つまり自ら働いて収

入を得ている世帯が多いといっても、被災前と同じよ

うな収入を得ているとは考えにくく、それは家計の状

況が厳しい世帯が増加していることからも伺えます。 



 

 

交流会への参加回数をみると、有効回答 202票のうち、6回以上参加した人は 30票(15％)、3～5回は

47票(23%)、1～2回は 53票(26%)、0回は 72票(36%)でした。次に参加回数別に今後の交流会参加意

思を見たものが図５です。参加回数が多いほど、参加意思が意欲的である傾向が明らかです。 

 

図５ 交流会への参加意思 

 

交流会で得られたもの(複数回答)については、前回調査と同様に同郷の人達との会話(60%)が最も多い

です。その後、支援者・支援団体とのつながり(47%)、避難者同士のネットワーク(37%)と続いています。 

避難や避難生活に関するお考えを尋ねる質問群では、ほとんどの質問で比較的どの選択肢にも回答が

あり、避難されている方のお考えが様々であることがわかりました。しかし、「避難先での人間関係」と

「国や社会の対応」を尋ねる質問では、それぞれ「避難先で新しい人間関係を形成したい」、「国や社会

は被災者に対して不公平な対応をしている」と回答される方が多い傾向にありました。 

 

４．支援への評価・要望  

愛知県被災者支援センターの取り組みについて、「評価できる・やや評価できる」と答えた方の割合を

項目別にみると、「お米の配布」が 92%と最も高く、以降「定期便での情報提供」(88%)、「交流会の開

催」(76%)、「子供向け各種支援」(64％)と続いています。「日々の暮らしに関する相談」、「見守り活動」、

「専門家の紹介」については、「評価できる・やや評価できる」と「評価できない・やや評価できない・

わからない」がほぼ半数で評価が分かれました。 

現在の生活満足度について尋ねる質問群では、ほとんどの質問で家計の状況が厳しいほど満足度が低

い傾向にあることがわかりました。特に、住まい、健康・医療、就労、子育てでそうした傾向がみられ

ました。しかし、離れて暮らす家族に関することについては、家計の状況に関わらず全体的に満足度が

低い傾向にありました。 

今後必要だと感じる支援を尋ねる質問群については、全ての質問で「必要である・やや必要である」

と答える方が「あまり必要でない・必要でない」と答える方を上回る結果でした。しかし、家計の状況

別にみると、住まいや就労の支援に関しては、家計の状況が厳しい方ほど強く求める傾向が見られまし

た。3 ページで既にみたように、貯金や賠償金を生活費に充てられなくなってきており、加えて避難に

よる転職・離職等で収入が減少している現状が伺えます。住まいの支出は生活費の大部分を占め、就労

の状況は収入に直結することから、家計の状況を改善する支援が強く望まれていることがわかります。 

 

＜おわりに＞ 

紙幅の都合上、調査結果の概要をお伝えするにとどまりましたが、本調査では約 7割もの方が自由回

答欄に沢山のご意見をお寄せくださいました。現在避難生活で直面している深刻な状況についてつづら

れた方も少なくなく、これまでの支援活動だけではまだ十分に支援が行き届いていない方が多くいらっ

しゃるということが明らかになりました。今後のよりよい支援につなげるため、近く皆さまから頂戴し

たご意見をまとめた報告書を作成する予定です。 
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